
令和５年度シラバス（地理歴史） 

                               学番 21 新潟県立阿賀黎明高等学校 

教科(科目) 地理歴史(日本史Ｂ) 単位 ２単位 学年（コース） ３年（教養コース） 

使用教科書 新選日本史Ｂ（東京書籍） 

副教材等 最新日本史図表（第一学習社） 新選日本史 B ワークノート（東京書籍） 

 

１ 学習目標 

我が国の歴史の展開を、諸資料にもとづき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察し、

各時代の特色とその変遷の総合的考察を通じて、我が国の文化と伝統の特色についての認識を深め

る。さらに、歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

２ 指導の重点 

①基礎的・基本的な事項の定着を図る。 

②資料や統計を読み取る力を育てる。 

 ○小テストを単元ごとに実施する。 

 ○授業に遅れがちな生徒に対する補習の実施。 

 ○授業についてのアンケートを実施し、その結果を授業に反映する。 

 ○作業学習を取り入れる。 

 

３ 指導計画 

月 科目、章、節 学習内容 時間 

４ 

第４章 近代国家の形成と国民文化の発展 

１．開国から明治維新へ 

 

 

 

１．開国 

２．幕府の滅亡 

３．統一国家の成立 

 12 

５ 

 

 

 

４．近代国家をめざして 

５．殖産興業と文明開化 

６．明治初期の国際情勢 

 

１ 学 期 中 間 考 査 １ 

５ 

２．立憲政治の形成と国民文化 
 

 

 

１．政府専制への批判 

２．立憲政治の成立 

３．新しい文化の形成 

 

12 

６ 

３．日本の近代化と東アジア 

 

１．日清戦争と東アジアの変容 

２．「中国分割」と日露戦争 

３．工業化と資本主義の発達 

４．近代文化の発達 

 

１ 学 期 期 末 考 査 1 

７ 

４．デモクラシーと第一次世界大戦 １．第一次世界大戦と日本 

２．新たな国際秩序と日本への影響 

３．大衆文化の形成 

 

14 ８ 課題 レポート 

９ 

５．激動する世界と日本 

 

１．揺れ動く経済と中国侵略の本格化 

２．日中戦争と国内体制の改編 

３．太平洋戦争 

 



２ 学 期 中 間 考 査  1 

10 

第５章 現代の世界と日本 

１．占領と国内政治 

 

 

１．占領と日本国憲法の成立 

２．冷戦の開始と経済復興 

 12 

11 

２．国際社会のへの復帰と高度経済成長 １．国際社会への復帰と対米協調 

２．経済の高度成長 

 

２ 学 期 期 末 考 査 1 

12 

３．石油ショックと低成長の時代 １．1970年代の国際社会と日本 

２．安定成長への転換 

 

13 
１ 

４．新しい国際秩序と日本の課題 １．激変する世界と日本 

２．停滞する日本経済と成長するアジア 

 

 

２ 

歴史の論述 

 

歴史に学ぶ１ 

歴史に学ぶ２ 

・道から探る地域の歴史 

 

・大震災と日本人 

・歴史の中の一員として 

学 年 末 考 査 1 

３ 歴史に学ぶ３ ・歴史遺産の継承 ２ 

                                    １単位時間は５０分間    計７０ 

４ 課題・提出物等 

進度ごとのまとめプリントやノート提出、長期休暇中のレポートなど 

 

５ 評価規準と評価方法 

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現  ③資料活用の技能 ④知識・理解 

日本列島で人類が文化を

作り上げていく過程に関

心を持ち、現代の日本の

文化がどのようにつくり

あげられるかを理解し、

自分の生活と歴史を関連

づけることができる。 

自分が調べたこと

や疑問に思ったこ

とを発表し、または

他者に質問するこ

とにより、自分の学

習に役立てること

ができる。 

課題レポート

やテストの論

述問題などで、

自分が調べて

学習したこと

を文章として

表現すること

ができる。 

教科書の文章だ

けでなく、図表の

写真や絵画・年表

などを読みとり、

学習に役立てる

ことができる。 

 

日本の歴史は東ア

ジアや他の地域と

交流のなかで築か

れていくこと、ま

た様々な階層の

人々によりつくら

れていくことを理

解することができ

る。 

以上の観点を踏まえ、定期考査の点数や提出物の内容、授業中の取組など総合的に判断し、100 点法およ

び５段階評定で評価します。 

 

６ 担当者からの一言 

われわれが生活している日本はどのような歴史をつくり、どのように発展してきたのでしょうか。今後

日本で生活し、また国際社会のなかにでていく高校生はぜひ理解を深めてください。 

 


